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訂正とお詫び

第38号の以下の箇所に誤りがありました。
ii ページ 23行目，333ページ サブタイトル 
（誤） D

4

O2，V
4

O2，O2ERを理解し，Sv─O2，血
清乳酸値，P（v─-a）で評価する 

（正） D
4

O2，V
4

O2，O2ERを理解し，Sv─O2，血
清乳酸値，P（v─-a）CO2 で評価する

ここにお詫びして訂正いたします。
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